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完全自動運転に向けたマルチモーダル基盤モデルの開発・事業成果概要

実施者 Turing株式会社

事業概要
完全自動運転を見据え、日本の運転環境に強い適応力を持
つ、大規模マルチモーダル基盤モデルを開発します。

日本語LLMをベースとし、画像・映像と
融合し、自動運転マルチモーダル基盤モ
デルの開発に取り組みます。Webスケー
ルの視覚-言語データセットを構築し、独
自収集した走行データに言語アノテーショ
ンを付与することで運転ドメインへの適合
を目指します。また、分散GPU環境によ
る大規模学習の高速化・高効率化を実
現します。

社会実装イメージ

事業成果

Wikipediaや公開されているVQAからテキストと画像のペアを収集し、これ
を基にした学習データセットを作成しました。このデータを活用して、既存モデ
ルからの継続学習とフルパラメータ学習を並行して実施し、学習基盤の構築
を進めました。その結果、日本語性能としてJGUEでgpt-3.5-turboを上
回る0.799を達成しました。また、走行映像やシーン説明、自動車の未来
の経路予測などを含む「CoVLA-Dataset」を整備し、視覚-言語-行動モ
デルの追加学習を実現しました。これらのモデルは分散環境での大規模学
習による精度向上が実現されました。これらの取り組みにより、視覚と言語を
組み合わせたマルチモーダルモデルの性能向上が図られ、特に自動運転分
野への適用において重要な成果が得られ、事業化に向けた取り組みを継続
しています。

視覚を含む高次の認知・理解・判断を
可能にする自動運転マルチモーダルモデ
ルを開発し、複雑な日本の道路環境に
適合したシステムを構築します。国内を
中心とし、自社ビジネスとしてカメラ+AI 
方式の自動運転機能を有する車載シス
テムの開発、販売を目指していきます。

実施期間 2023年度～2024年度

視覚-言語-行動マルチモーダルモデルとデータセットの開発（CoVLA-Dataset）
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